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愛知県環境部長
 西 川 洋 二 様
突然で恐れ入ります。
 

緊急のことで敢えて失礼を顧みず、ＦＡＸさせていただくことをお許し下さい。
愛知県立芸術大学のことで、昨年施設整備ビジョン検討会委員代理として出席させていただいたものです。

お忙しいところ申し訳ありませんが、是非お話を聞いていただきたく、お願い申し上げます。
 

名古屋市の東部にある愛知県立芸術大学の施設整備に関して、大学法人の一部の方の巧みな攻勢によって、県立芸大を所管する県学事振興課は、先のことは何もわからないまま外人公舎と旧女子寮を遂に壊すという事態に追い込まれてしまいました。これから先、県は法人化完了のための各施設引渡しの出資条件として、期限を定めないままで大学の言うがままにひとつひとつの建物を壊したり、新築したり、直したりしていかねばならない状況になっています。

今回の新音楽学部棟建設工事は2008年3月の法人のマスタープランを端緒として始まったものですが、そのマスタープランは昨年のビジョン検討会で最初に説明されたのですが、途中で「マスタープランという言葉は一度も使っていない。」「一度もマスタープランとして説明はしていない。」「マスタープランはまだ何もなく、白紙です。」と言い変えられてしまいました。桑原幹根知事が当初計画し、45年間育てられてきた愛知芸大のキャンパスは、今一部の教授の方によって大きく改変されようとしています。
今回始められる新音楽学部棟建設工事は、まさにその第一歩を踏み出すことになります。その先を決めた全体計画はまだなく、これから考えるとのことで、先の決まっていない何とも異常な出資計画に県は手を付けることになり、その対応が疑問視され各所で問題化しています。
学事振興課はこの6年間、先の見えない計画を種々の辻褄合わせをして対応してきましたが、もはや担当者も何も言えないままで、外部からの質問に対しても回答を拒否したままです。
特に今回の建設予定地については問題が山積みで、これだけ広いキャンパスの中で、何故難工事をしてまで無駄な県税を使って絶滅危惧種や希少生物が生息する貴重な急斜面を破壊せねばならないのか、多くの方が疑っておられます。
堀越川の源流域の一帯を何故破壊してまでそこに作る必要があるのか、今各所で社会問題になってきています。

大村知事は着任早々何も御存じないまま担当せねばならない状態で、御自分で全体計画も確認できないまま、何が起こるかわからない状況で動かれています。

明日7月8日（金）の県議会の審議ですべては決まろうとしているそうです。
キャンパスの施設整備で、大学法人が県に緊急だとして、貴重な自然環境をわざわざ壊して敢えてそこに新音楽学部校舎群を建てることを強要し、私たちはこの2年以上いろいろな形で建設場所、維持方法について再考されるよう、お願いしてきましたが、大村秀章知事はお忙しいのか、その先のことがどうなるのか御自分で検討され、皆さんの申し出を聞く余裕もないようです。
今学内の先生が建て替えの理由として言われていることは、プロの立場から見ればいくらでもやればできることであり、既存の建物を改修し増築して安くできるのですが、大学法人は大手設計事務所に改築の案を作らせ、その考えのもとで、こんどは県がその事務所に直接発注して設計監理をさせるという筋書きもあからさまであります。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回の建設予定地は、名古屋市水辺研究会が示す通り、絶滅危惧種が生息する、二度と得られない貴重な自然環境です。そこを何故捨て去ってまで余分な県税を使って、未計画のままで余計な費用のかかる工事を発注されるのか、今後各方面から疑われることになります。この貴重な環境を破壊し、無駄な県税を使うことになる今回の建設工事がこれからどれだけ社会問題化するか、知事はまだお気づきになっておられないようです。
当初から将来のために用意してきたグリーン道路に面した北側増設保留地など、いくらでも他に建設地はあり、何とかして貴重な絶滅危惧種が生息する自然のままの今回の建設予定地は避けて、次世代の学生や県民の皆さんに、この恵まれたキャンパス環境を伝えられるよう、場所の変更を考えることが急務だと思われます。
去る6月17日18時から、音楽学部長の教授が、１２０人の音楽学部の学生たちを突然集め、学生担当が自治会と連携して建設賛同の署名を集めると伝え、協力を呼びかけたとのことです。何故そんなことまでされるのか、学生たちも驚いていました。
早速本日の中日新聞と朝日新聞の紙面に、昨日音楽学部の学生3人が、大村知事と県議会議長に会見して署名集めの結果を添えて新音楽学部校舎建設の要望書を手渡したと出ていました。これは「県からの投げ込み」 で記事になったとのことです。

愛知県が45年前開校したこのキャンパスは、多くの皆さんが投資し育ててきた県の貴重な資産であり、一旦なくしてしまえば二度と出会うことができなくなる、私たち人間の力では生み出すことができない多くの財産を秘める存在となっています。

突然で恐縮ですが是非御検討の程、よろしくお願い申し上げます。
　
　　参考資料等をそえさせていただきます。
 

　　　 　 http://www15.ocn.ne.jp/~mizube/　（名古屋市水辺研究会）
　　　　　http://web.me.com/shinodanozomi/aichigeidai/TOP.html（卒業生の方）
　　　　　「　　未来に残そう豊かな自然　
　　　　　　　　　　　　　　愛知県立芸術大学敷地内の保全すべき動植物
　　　　　　　　　　・・・音楽学部棟建設区域の第一次自然環境調査報告書・・・　」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋市水辺研究会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　緑豊かな愛知芸大のキャンパスを活かしていこう会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　　近藤高史
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